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  世界のボーダレス化が進む今日、各国間の人的、物的、文化的交流の頻繁化にともない、

異文化間コミュニーケーションの担い手として通訳者が活躍している。最近日本では衛星

放送を利用して、世界各国のニュースや各種番組が国内向けに発信されているが、ここでは

通訳の新しい領域である放送通訳や字幕翻訳が行われている。 

 現在、ライブなどを除く編集が既に完了しているニュース（編集済みニュース）では、

そのほとんどは時差通訳と呼ばれる方式が取られているが、突発的な事件の報道やライブ

の場合は、生の同時通訳（生同通とも呼ばれる）が行われる場合もある。こうした放送通

訳は、放送の慣習に従わなければならないこともあり、会議通訳や随行通訳に比べると、

文体、用語、時間、聞きやすい声などの制約がその難度を高め、放送通訳独自の特殊性を

形成していると言える。 

 では、こうしたさまざまな制約がある中で、編集済みニュースに時差通訳ではなく生同

通をのせることは可能だろうか。一般的に編集済みニュースに生同通をのせることは通訳

者の能力範囲を超えるものと考えられており、原則的には番組の発信側あるいは制作側は、

映像ないしオリジナル原稿を通訳者に提供することが必要である。しかし、台湾の傳訊電

視（Chinese Network Television/CTN）では、日本向けに同社の一部の中国語ニュース番

組に日本語通訳をのせていたが（1996 年 12 月～1999 年 3 月）、 

この中で実際に編集済みニュースに生同通をのせることが度々あった。これは放送通訳の

作業が他のニュース関連部門と切り離され、単独のシステムとして運営されていたためで 
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ある。このような編集済みニュースに生同通をのせた場合、通訳の最高使命とも言える情

報の伝達は果たして機能するのか、という疑問点が本論の研究動機となっている。 

 本論では、放送の数時間前から編集済みニュースのニュース原稿を翻訳し、番組放送と

同時に通訳者がオリジナルの音声に合わせて訳文を読み上げる時差通訳と、同時通訳者が

ニュース原稿も訳文もない状況で行う生の同時通訳を、5W1H による情報の単位化を通し

て訳出率を算出し比較を試みた。具体的には台湾の傳訊電視で行われた放送通訳を例に挙

げ、同テレビ局が放送する香港発信（一部は台湾から発信）の北京語ニュースにおける編

集済みニュースの時差通訳と生同通の訳出率を比較し、その結果から生の同時通訳の機能

的意義を考える。 

  第一章では序論として放送通訳のこれまでの背景と資料説明を述べ、第二章では放送通

訳の作業手順を CTN と NHK とで比較するほか、放送通訳と会議通訳の特殊性について触

れる。第三章では、生同通を含めた放送通訳の訳出率の算出にふさわしい方法を検討し、

5W1H の概念を用いた情報の単位化を試みる。第四章では、第三章で得られた結果から、

実際に生同通と時差通訳の訳出率を算出し、更に両者を比較して生同通の機能的意義につ

いて検討する。最後の第五章では時差通訳と生同通の訳出率を比較した結果を述べ、本論

のまとめとした。 

  放送通訳の特殊性というものは、「放送局の体制」に合わせた結果でありながら、番組

発信者側における番組の制作･編成とは切り離された存在として発展してきた。しかし、放

送通訳がひとつの専門職として確立されつつある中で、ニュースの制作側と放送通訳者の

双方が情報を確実に伝えるという同じ使命を持っているということを互いに認識し合い、

より効率的な協力関係を築くべきであると考える。本論では編集済みニュースにおける生

同通の訳出率の算出を通して放送通訳が機能する可能な範囲を提示した。放送通訳を導入

する体制の取り組み方にひとつの参考となれば幸いである。 
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